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計
根
別
農
業
協
同
組
合
で
は
、
六
月
一
日
中
標

津
町
交
流
セ
ン
タ
ー
に
て
第
五
十
九
回
通
常
総
会

を
開
い
た
。

　

総
会
に
は
組
合
員
約
百
二
十
名
が
出
席（
書
面
、

代
理
人
を
含
め
て
百
四
十
三
名
）。
開
会
を
告
げ

る
纐
纈
組
合
長
は
「
十
九
年
度
も
国
内
外
の
状
況

を
注
視
し
、
生
乳
生
産
を
中
心
に
個
々
の
経
営
基

盤
を
守
り
、農
協
と
し
て
の
支
援
対
策
を
講
じ
る
」

と
話
し
た
。

　

総
会
議
事
で
は
、
後
藤
一
男
氏
（
上
標
津
）
が

議
長
を
務
め
、
〇
七
年
度
事
業
計
画
の
中
で
重
点

目
標
に
酪
農
経
営
強
化
対
策
が
提
案
さ
れ
、
①
自

給
飼
料
の
質
と
量
の
向
上
、
放
牧
や
デ
ン
ト
コ
ー

ン
の
普
及
②
乳
牛
の
健
康
を
保
つ
た
め
の
支
援
、

指
導
③
酪
農
経
営
に
お
け
る
収
支
管
理
の
徹
底
と

金
融
支
援
対
策
な
ど
が
決
議
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、各
種
表
彰
で
は
永
年
勤
続
職
員（
三
十

年
）
と
し
て
大
道
安
次
氏
が
表
彰
さ
れ
、
良
質
乳

生
産
共
励
会
に
お
い
て
は
渡
辺
薫
生
氏
が
最
優
秀

賞
を
受
賞
し
た
。

　

役
員
改
選
で
は
、
有
原
国
男
理
事
（
四
期
十
二

年
）、須
崎
剛
監
事
（
三
期
九
年
）
の
二
名
が
退
任
、

新
た
に
柵
木
真
喜
夫
理
事
、
影
山
孝
監
事
が
選
任

さ
れ
た
。

07年度農協支援 対策を決議対策を決議
 

Ｊ
Ａ
計
根
別 

第
五
十
九
回 

通
常
総
会

開会を告げる纐纈組合長

総会前の受付で出席組合員を確認出席された全組合員でJA綱領を斉唱JA綱領を斉唱する役職員

議案の内容を再確認!! 険しい表情の組合員新年度の取り組みを提案する役職員監査報告：斉藤代表監事
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第59回 通常総会表彰

１．良質乳生産共励会表彰
　〔個人の部〕敬称略
　　最優秀賞　　１名　渡辺　薫生
　　優 秀 賞　　２名　纐纈　成喜　　笹島　早苗
　　努 力 賞　　17名　深瀬　行雄　　㈱ケネカランド
　　　　　　　　　　　永利　嘉成　　小林　　　　　皆川　　敬

　　　　　　　　　　　中垣　博志　　相沢　　温　　有原　国男

　　　　　　　　　　　河本　賢二　　㈲ハイエストファーム
　　　　　　　　　　　佐藤　広光　　松永　　一　　葛西　秀夫

　　　　　　　　　　　蓮見　成尋　　元木　国雄　　影山　健一

　　　　　　　　　　　深瀬　信孝

　〔団体の部〕　   １位　東西竹地区　
　　　　　　　　２位　養老牛地区
　　　　　　　　３位　上標津地区

２．良質乳生産共励会　乳質成績特別表彰
　　　本年度の該当者はありません。

07年度農協支援 対策を決議07年度農協支援 

議長を務めた後藤一男さん（上標津）組合員約120名が出席した通常総会永年勤続職員表彰：大道安次さん

新任役員：柵木真喜夫理事（西竹） 新任役員：影山　孝監事（養老牛） 退任役員：有原国男理事（西竹）退任役員：須崎　剛監事（東西竹）

努力賞　㈱ケネカランド（養老牛）

優秀賞　笹島早苗さん（大成）

良質乳生産共励会　最優秀賞
渡辺薫生さん（大成）
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計
根
別
農
協
で
は
、
今
年
も
組
合
員
さ
ん
や
地
域
の
皆
様
へ
感
謝
の
気
持
ち
を
込

め
て
、
五
月
十
九
日
農
協
特
設
会
場
（
事
務
所
裏
芝
生
）
に
て
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ア

を
開
い
た
。

　

今
年
の
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ア
は
、
前
日
か
ら
降
り
続
く
雨
と
寒
さ
に
悩
ま
さ
れ
、

関
係
者
は
不
安
を
隠
し
き
れ
な
い
ま
ま
の
開
催
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
関
係
者
の
不
安
も
よ
そ
に
開
会
か
ら
目
当
て
の
商
品
を
買
い
求
め
る
組

合
員
さ
ん
で
会
場
は
賑
わ
っ
た
。
ま
た
、
各
テ
ナ
ン
ト
で
は
牛
乳
乳
製
品
の
消
費
拡

大
が
呼
び
掛
け
ら
れ
、
青
年
部
の
ジ
ャ
ン
ボ
ハ
ン
バ
ー
グ
、
ジ
ュ
ニ
ア
の
搾
乳
模
擬

体
験
、
女
性
部
の
テ
ィ
ラ
ミ
ス
、
え
ふ
・
す
う
ぃ
ー
る
の
チ
ー
ズ
春
巻
き
、
和
牛
生

産
振
興
会
の
ビ
ー
フ
シ
チ
ュ
ー
な
ど
盛
り
沢
山
の
企
画
と
な
っ
た
。

　

前
日
か
ら
仕
込
ん
だ
〝
牛
肉
の
丸
焼
き
〞
や
和
牛
生
産
振
興
会
に
よ
る
牛
肉
販
売
も
今
年
の

目
玉
と
な
り
い
ず
れ
も
大
好
評
。
組
合
員
さ
ん
や
地
域
の
皆
様
も
家
族
、
仲
間
連
れ
で
楽
し
い

時
間
を
過
ご
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
乳
製
品
試
食
コ
ー
ナ
ー
、
あ
さ
り
の
詰
め
放
題
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
ん
だ

ゲ
ー
ム
、
参
加
者
全
員
で
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
も
人
気
を
集
め
、
出
店
業
者
に
よ
る
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
で
は
多
く
の
買
い
物
客
を
釘
付
け
、日
用
品
を
中
心
に
安
価
で
提
供
さ
れ
大
好
評
と
な
っ
た
。

　

そ
の
他
、
関
係
業
者
の
協
力
も
あ
り
、
酪
農
用
品
か
ら
多
目
的
ハ
ウ
ス
ま
で
幅
広
い
商
品
が

取
り
揃
え
ら
れ
、
今
年
の
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ア
も
大
成
功
と
な
っ
た
。

〝牛肉丸焼き〟入刀

子供たちの人気を集めたモデルカウ!!

チーズ春巻きイベントを盛り上げる
〝えふ・すうぃーる〟

和牛ヒレ肉の競売!! 落札価格は？

和牛肉の即売会!! 開店まもなく完売でした

和牛生産振興会の見事な和牛肉四股を踏む職員、
販売課の横綱
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ジャンボハンバーグは今年も大人気!!
ガンバレ青年部!!

ハンバーグのお手伝いはJrホルスタインクラブ焼き上がった牛肉を手際良く調理

スプリングフェアの開会を告げる富田参事 ビンゴカードを買い求めて長蛇の列!! 佐久間京子さん
ゲームで優勝おめでとうございます

ビンゴで幸運を掴
んだ組合員!! ビン

ゴーッ !! 大人のゲームも盛り上がりました

農高の乳製品も根強い人気でした Aコープの特売!! 出血大サービス!! 佐藤勝夫さんがビーフシチューを…

女性部の〝ティラミス〟大好評!! 乳製品の試食会!! 来場者も大喜び!! 細谷設備も日用品を販売、
このあとの競売は大騒ぎ!!
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白黒通信
計根別乳牛改良連合会

　

五
月
十
日
、
平
成
十
九
年
度
別
海
町
畜
産
総
合
共
進
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

審
査
員
に
は
家
畜
改
良
事
業
団
の
福
屋
茂
生
氏
を
招
い
て
行
わ
れ
た
。
計
根

別
農
協
か
ら
は
二
十
六
頭
が
出
陳
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
年
度
最
初
の
共
進
会
と

い
う
事
も
あ
っ
て
、
牛
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
も
万
全
で
は
な
く
、
成
績
も
あ
ま

り
振
る
わ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、今
後
に
向
け
て
実
り
あ
る
共
進
会
と
な
っ
た
。

【
上
位
入
賞
牛
】

第
一
部
一
等
五
席

　

フ
オ
レ
ス
ト
ス
コ
ー
ピ
オ
ー
ス
パ
イ
ア
ー
ト　
　
　
　
　

林　
　

満
治

第
二
部
一
等
三
席

　

メ
モ
リ
ー
セ
プ
マ
ー
シ
ャ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
村　
　

篤

第
五
部
二
等
一
席

　

Ｈ
Ｅ
Ｆ
エ
ブ
リ
ン
エ
バ
ー
Ｅ
Ｔ　
　
　
　
　
　

ハ
イ
エ
ス
ト
フ
ァ
ー
ム

第
七
部
二
等
一
席

　

メ
モ
リ
ー
マ
リ
オ　

ス
ト
ー
リ
ー
Ｅ
Ｔ　
　
　
　
　
　
　

北
村　
　

篤

第
十
部
二
等
一
席

　

ヒ
ル
タ
ビ
ュ
ー
ス
ト
ー
ン
フ
ロ
ン
ト
チ
ェ
ル
シ
ー　
　
　

蛭
田
健
太
郎

第
十
一
部　

牧
場
牛
群
第
二
位　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蛭
田
健
太
郎

【
団
体
成
績
】

第
五
位　

Ｊ
Ａ
計
根
別

平成19年度 別海町平成19年度 別海町畜産総合共進会畜産総合共進会

1部　フォレスト スコーピオ スパイアート
林　満治さん（本別）

2部　メモリー セプマーシャ
北村　篤さん（本別）

10部　ヒルタビュー ストーンフロント チェルシー
蛭田健太郎さん（本別）

11部　牧場牛群　蛭田健太郎さん（本別）11部　牧場牛群　蛭田健太郎さん（本別）

5部　HEF エブリンエバー ET
ハイエストファーム（大成）

7部　メモリー マリオ ストーリー ET
北村　篤さん（本別）
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五
月
十
九
日
、
中
標
津
町
ホ
ク
レ
ン
根
室
地
区
家
畜
市
場

に
て
平
成
十
九
年
度
根
室
Ｂ
＆
Ｗ
シ
ョ
ウ
が
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
日
は
、
管
内
Ｊ
Ａ
か
ら
百
二
頭
が
出
品
（
当
Ｊ
Ａ

十
五
戸
二
十
七
頭
）、
十
一
部
に
出
品
し
た
星
野
淳
氏
所
有

の
『
ス
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
ヒ
ン
ペ
ル
ビ
ー
ナ
ス
ル
キ
ア
号
』

が
見
事
に
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
栄
誉
に
輝
い
た
。

　

ま
た
、本
牛
は
昨
年
度
三
歳
ク
ラ
ス
に
出
品
さ
れ
、リ
ザ
ー

ブ
イ
ン
タ
ー
ミ
デ
ィ
エ
イ
ト
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
獲
得
。
産
次

を
重
ね
る
毎
に
そ
の
強
さ
も
倍
増
、
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
を
獲
得
で
き
た
喜
び
は
一
入
で
あ
る
。

星野 淳氏がグランドチャンピオン獲得
平成19年度根室Ｂ＆Ｗショウ

審
査
員　

熊
谷　

牧
人
氏

　
　
　
　
（
標
茶
町
酪
農
家
）

【
上
位
入
賞
牛
】

三
部
二
位　

メ
モ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ラ
ン
チ
ェ　

エ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
村　
　

篤

四
部
一
位　

Ｈ
Ｅ
Ｆ
ク
リ
ス
ラ
ン
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ハ
イ
エ
ス
ト
フ
ァ
ー
ム

五
部
一
位　

メ
ル
テ
ィ
リ
ッ
ジ
ダ
ン
デ
ィ
ー
ト
ミ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
田　

正
志

五
部
三
位　

Ｈ
Ｅ
Ｆ
エ
ブ
リ
ン
エ
バ
ー　

Ｅ
Ｔ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ハ
イ
エ
ス
ト
フ
ァ
ー
ム

七
部
三
位　

メ
モ
リ
ー
マ
リ
オ
ス
ト
ー
リ
ー
Ｅ
Ｔ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
村　
　

篤

十
一
部
一
位　

ス
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
ヒ
ン
ペ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　

ビ
ー
ナ
ス
ル
キ
ア　

星
野　
　

淳

管内ブラック初出場　坂地浩二くん（上標津）4部　HEF クリスランページ
ハイエストファーム（大成）

グランドチャンピオン
スターフィールド ヒンペル ビーナス ルキア

星野　淳さん（西竹）

管内ブラック初出場　加藤　司くん（大成）
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MILK
LAND

Hokkaido

JA計根別
女性部

とりもも肉の
ヨーグルト焼き

 材  料

とりもも肉
　Ａ
　　プレーンヨーグルト
　　カレー粉
　　トマトケチャップ
　　塩
　　にんにく
　　しょうが
　　一味とうがらし

２枚（500g）

100㏄
大さじ１と1/2

大さじ１
小さじ1/2

1/2片
小１かけ

少々
　　

  作り方

１．にんにく、しょうがはおろし、Ａを合わせます。
２．とり肉を肉厚の部分は、包丁で切き開き、皮の部分にフォークなど
で穴を開けて、１枚を４つに切ります。

３．Ａをまぶし、１時間以上置きます。
４．フライパンで、焼き、火が通ったら出来上がり。
※４．オーブンで焼く場合はオーブン皿にオーブンシートまたは、ア

ルミホイルを敷き、180℃で約20分間焼きます。

☆point　Ａをポリ袋に入れて混ぜ、そこに肉を入れると手軽です。

参考資料：第３４回別海町酪農女性のつどい出品レシピ
出品団体：中春別農協女性部

　

五
月
十
五
日
、
女
性
部
は
知
床
で

の
日
帰
り
研
修
を
行
い
、
二
十
六
名

（
う
ち
子
供
三
名
）
の
部
員
が
参
加

し
た
。

　

知
床
で
は
、
ク
ル
ー
ザ
ー
に
乗
り

知
床
半
島
を
見
学
。
そ
こ
で
何
と
野

生
の
ヒ
グ
マ
を
発
見
！
ヒ
グ
マ
の
動

き
を
見
た
参
加
者
は
「
あ
っ
、
い
ま

動
い
た
！
」
な
ど
ヒ
グ
マ
の
出
現
に

誰
も
が
大
興
奮
。
三
頭
の
ヒ
グ
マ
に

釘
付
け
と
な
る
約
一
時
間
の
ク
ル
ー

ジ
ン
グ
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
知
床
自
然
セ
ン
タ
ー
で

家
族
へ
の
お
土
産
を
買
い
、
昼
食
を

楽
し
む
な
ど
大
満
足
の
一
日
と
な
り

ま
し
た
。　

ヒグマの出現に大興奮
～女性部日帰り研修～

クルーザーでも大騒ぎの女性部員

知床の絶景に感動する女性部員。この日は熊も出現!!
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フレミズ お茶しませんか?
～乳製品料理にチャレンジ～

　

五
月
九
日
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
で

は
乳
製
品
料
理
の
普
及
を
目
的
と
し

て
、
中
標
津
町
交
流
セ
ン
タ
ー
に
て

〝
お
茶
し
ま
せ
ん
か
？
〞
を
開
い
た
。

　

こ
の
日
は
、
部
員
十
三
名
と
元
気

な
男
の
子
三
名
が
参
加
。
乳
製
品
を

使
っ
た
料
理
を
四
品
、
三
班
に
別
れ

て
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。

　

特
に
『
鶏
も
も
肉
の
ヨ
ー
グ
ル
ト

焼
』は
出
席
者
に
大
好
評
、家
に
帰
っ

て
作
ろ
う
と
い
う
声
も
多
か
っ
た
。

　

一
方
、
子
供
た
ち
の
人
気
を
集
め

た
の
は
『
ふ
わ
ふ
わ
ヨ
ー
グ
ル
ト
ゼ

リ
ー
』
大
好
き
な
デ
ザ
ー
ト
を
夢
中

で
食
べ
て
大
満
足
と
な
っ
た
。

　

食
後
は
、
本
年
度
の
事
業
計
画
が

検
討
さ
れ
、
フ
レ
ミ
ズ
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
講
座
（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
）
に

話
題
が
集
中
。『
牛
の
見
方
』『
哺
育
』

『
搾
乳
』
に
興
味
を
示
す
部
員
が
多

く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
積
極
的

に
取
り
組
み
た
い
と
の
意
向
だ
っ
た
。

エアロビで体をリフレッシュ
～ JA根室地区女性協フレッシュミズ交流会～

　

五
月
二
十
三
日
、
美
容
と
健
康
増
進
を
目
的
と
し
て
、
別
海

町
上
春
別
地
域
セ
ン
タ
ー
に
て
Ｊ
Ａ
根
室
地
区
女
性
協
交
流
会

が
開
催
さ
れ
、
当
Ｊ
Ａ
女
性
部
か
ら
後
藤
め
ぐ
み
さ
ん
と
坂
地

郁
恵
さ
ん
の
二
名
が
参
加
し
た
。

　

今
年
の
交
流
会
は
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
ダ
ン
ス
。
講
師
に
川
村
恭

子
さ
ん
を
招
き
約
二
時
間
の
講
義
と
実
技
で
エ
ア
ロ
ビ
を
学
ん

だ
。

　

最
初
は
ス
ト
レ
ッ
チ
に
よ
る

準
備
体
操
、
Ｄ
Ｊ
Ｏ
Ｚ
Ｍ
Ａ
の

曲
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
し
、

良
い
汗
を
か
い
て
い
ま
し
た
。

　

日
頃
の
仕
事
と
は
違
う
動
き

で
、
な
か
な
か
う
ま
く
動
け
な

い
部
分
も
あ
っ
た
様
で
す
が
、

参
加
者
か
ら
は
「
面
白
か
っ

た
ぁ
」
と
大
好
評
で
し
た
。

やっぱり食べてる時が1番楽しそうですね!!

手際良く調理をする女性部員 これは何を作っているのかな？

とても楽しそうな後藤さん（中央）と坂地さん（右）講師：川村恭子さん
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年部　　　版

　

青
年
部
で
は
、
役
員
改
選
時
期
（
二
年
に
一
度
）
に
合
わ
せ
て
、

部
員
か
ら
青
年
部
に
対
す
る
意
見
や
要
望
を
聴
取
、
事
業
へ
の
理
解

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
五
月
七
、九
、十
一
日
の
日
程
で
三
地

区
会
館
を
会
場
に
支
部
巡
回
を
開
い
た
。

　

支
部
巡
回
に
は
青
年
部
員
六
十
名
が
出
席
（
西
部
二
十
一
名
、
東

部
十
九
名
、
南
部
二
十
名
）。
事
務
局
か
ら
本
年
度
事
業
計
画
の
詳

細
が
説
明
さ
れ
、
特
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
で
は
「
部
員
間
に
営

農
経
験
差
が
あ
る
た
め
内
容
詳
細
を
伝
え
て
欲
し
い
」「
会
費
制
で

外
部
講
師
を
呼
び
た
い
」「
ア
ン
ケ
ー
ト
で
決
定
し
て
は
」
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
消
費
拡
大
事
業
で
は
３―

Ａ―
Ｄ
ａ
ｙ
運
動
と
し
て
牛

乳
・
乳
製
品
引
換
券
を
発
行
、
農
協
（
営
農
、
購
買
部
な
ど
）
と
の

連
携
に
よ
り
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

青年部事業に
対する理解を
深めた
支部巡回
青年部支部巡回

支部巡回の開会を告げる鈴木直良青年部長（西竹）

5月11日　大成・本別支部（大成コミュニティーセンター）

5月9日　計根別・西竹支部（四葉青年会館）5月7日　上標津・養老牛支部（上標津会館）
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Ｑ１．あなたの趣味は？
Ａ１．ドライブ、物作り
Ｑ２．あなたの特技は何ですか？
Ａ２．機械整備
Ｑ３．好みの女性は？
Ａ３．嫁さん
Ｑ４．将来の目標は？
Ａ４．法人経営!!
Ｑ５．あなたの夢は何ですか？
Ａ５．老後に別荘を建てて夫婦二人で生活したい!!
Ｑ６．友達を紹介してください
Ａ６．影山　智くんです。
Ｑ７．なぜ影山くんを選んだのですか？
Ａ７．地域のリーダー的存在で素晴らしい人だから…

加  藤　司（大成支部）
S54.9.25生 27歳

青
年
部

青
年
部
肥
料
・
飼
料
学
習
会

肥
料
・
飼
料
学
習
会

　

青
年
部
は
、
本
年
度
も
系
統
自
主

推
進
（
肥
料
、
飼
料
）
に
積
極
的

な
活
動
を
展
開
す
る
た
め
、
五
月

三
十
一
日
ふ
ぁ
ー
ま
っ
く
二
階
会
議

室
に
て
肥
料
・
飼
料
学
習
会
を
開
い

た
。

　

こ
の
日
は
部
員
二
十
六
名
が
参

加
。
購
買
部
や
ホ
ク
レ
ン
担
当
者
を

講
師
に
系
統
肥
料
自
主
推
進
、
系
統

飼
料
団
地
対
策
を
中
心
と
し
た
学
習

会
と
な
っ
た
。

　

ホ
ク
レ
ン
担
当
者
か
ら
は
、
高
騰

す
る
肥
料
価
格
の
世
界
的
情
勢
を
学

び
、
近
年
の
堆
肥
過
剰
投
入
な
ど
に

よ
り
カ
リ
（
Ｋ
）
過
剰
傾
向
を
示
す

土
壌
へ
の
新
銘
柄
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
購
買
部
川
目
課
長
よ
り

系
統
飼
料
の
価
格
対
策
や
新
規
銘
柄

の
説
明
が
あ
り
、
肥
料
や
飼
料
の
コ

ス
ト
低
減
に
向
け
た
農
協
の
取
り
組

み
内
容
が
理
解
さ
れ
た
。

講師を務めた
近江係長（ホクレン）
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青
色
申
告
会
で
は
、
税
制
に
関
す
る
知
識
と
理
解
を
高
め
、

自
主
申
告
と
適
正
納
税
を
促
進
す
る
た
め
、
五
月
二
十
三
日
ホ

テ
ル
養
老
牛
に
て
第
二
十
回
定
期
総
会
を
開
い
た
。

　

総
会
に
は
会
員
三
十
七
名
が
出
席
。
開
会
を
告
げ
る
唐
崎
会

長
は「
電
子
申
告
に
は
住
民
基
本
カ
ー
ド
の
取
得
が
必
要
で
す
。

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
法
人
会
員
の
加
入

希
望
も
あ
り
、
税
理
士
を
通
じ
て
税
申
告
を
行
い
た
い
」
と
新

年
度
の
取
り
組
み
に
意
欲
的
な
姿
勢
で
総
会
に
臨
ん
だ
。

　

議
事
に
移
る
と
滝
本
和
男
さ
ん
（
東
西
竹
）
が
議
長
を
務
め
、

ス
ム
ー
ズ
に
議
事
を
進
め
た
。
新
年
度
事
業
計
画
（
案
）
で
は
、

電
子
申
告
（
ｅ―

Ｔ
ａ
ｘ
）
の
推
進
、
新
た
な
資
産
台
帳
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
取
得
、
法
人
会
員
の
加
入
な
ど
を
大
き
な
柱
と
し
て

提
案
、全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
青
色
申
告
会
で
は
本

年
度
に
役
員
改
選
時
期
を
迎
え
、

各
地
区
か
ら
役
員
九
名
を
選
任
、

三
十
日
に
開
か
れ
た
役
員
会
の
互

選
に
よ
り
執
行
体
制
が
次
の
と
お

り
と
な
っ
た
。

【
青
色
申
告
会
新
役
員
】

会　

長　

唐
崎
幸
司
（
東
西
竹
）

副
会
長　

佐
久
間
忠
（
大　

成
）

　

〃　
　

生
田　

勲
（
上
標
津
）

監　

事　

杉
本
公
也
（
西　

竹
）

　

〃　
　

山
本
照
二
（
養
老
牛
）

理　

事　

氏
家
康
夫
（
計
根
別
）

　

〃　
　

関
根
義
夫
（
養
老
牛
）

　

〃　
　

林　

満
治
（
本　

別
）

　

〃　
　

末
広
敏
和
（
大　

成
）

計
根
別
農
協
和
牛
生
産
振
興
会

　

和
牛
生
産
振
興
会
で
は
、
昨
年
ま
で
三
部
会

制
（
和
牛
、ホ
ル
、サ
フ
ォ
ー
ク
）
で
活
動
し
て

い
た
畜
肉
生
産
振
興
会
を
四
月
五
日
に
解
散
。

黒
毛
和
種
に
特
化
し
た
組
織
づ
く
り
を
目
指
し

て
設
立
準
備
委
員
会
を
設
け
、
和
牛
生
産
に
意

欲
を
持
つ
三
十
七
名
の
会
員
が
集
い
本
会
を
立

ち
上
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

四
月
二
十
八
日
に
は
、農
協
第
二
会
議
室
に
て

記
念
す
べ
き
第
一
回
目
の
設
立
総
会
が
開
か
れ
、

新
た
な
会
員
も
含
め
た
十
九
名
が
出
席
し
た
。

　

本
年
度
の
主
な
事
業
内
容
で
は
、
ス
プ
リ
ン

グ
フ
ェ
ア
で
の
和
牛
牛
肉
安
価
販
売
、
視
察
研

修
、
各
種
講
習
会
、
共
進
会
参
加
、
全
国
共
進

会
視
察
な
ど
が
計
画
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
役
員
改
選
で

は
次
の
と
お
り
役
員
が

選
出
さ
れ
、
全
会
一
致

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
新
役
員
】

会　

長　

高
橋　

英
昭
（
大　

成
）

副
会
長　

唐
崎　

幸
司
（
東
西
竹
）

　

〃　
　

佐
久
間
孝
市
（
大　

成
）

幹　

事　

坂
地　

定
義
（
上
標
津
）

　

〃　
　

佐
藤　

勝
夫
（
本　

別
）

　

〃　
　

戸
田　

重
勝
（
東
西
竹
）

監　

事　

久
保　

雄
二
（
計
根
別
）

　

〃　
　

高
橋　

欣
司
（
大　

成
）

顧　

問　

漆
原　
　

功
（
計
根
別
）

和牛生産振興会設立、和牛生産振興会設立、
　  黒毛の組織的生産体制を目指す　  黒毛の組織的生産体制を目指す

長
く
続
け
る
事
が
大
事

手
つ
な
ぎ
の
会
定
期
総
会

　

五
月
十
一
日
、
手
つ
な
ぎ
の
会
で

は
平
成
十
八
年
度
定
期
総
会
を
開
き
、

新
年
度
の
取
り
組
み
な
ど
を
決
め
た
。

　

総
会
は
、
水
沼
会
長
の
挨
拶
に
よ

り
開
会
、
議
事
に
移
る
と
事
業
計
画

（
案
）
が
提
出
さ
れ
、
ふ
れ
あ
い
会

を
中
心
に
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ

た
。
参
加
者
か
ら
は
「
よ
り
楽
し
ん

で
も
ら
え
る
事
業
内
容
を
再
検
討
し

よ
う
。
そ
し
て
手
つ
な
ぎ
の
会
を
長

く
続
け
よ
う
」
と
の
意
見
で
一
致
し

た
。
そ
の
後
、
役
員
改
選
が
行
わ
れ

次
の
と
お
り
と
な
っ
た
。

　

最
後
に
、
六
月
に
は
中
標
津
町
で

の
視
察
、
冬
期

間
に
は
講
習
会

が
予
定
さ
れ
、

今
年
も
活
発
な

活
動
が
期
待
出

来
そ
う
で
す
。

　

役
員
改
選

　

会　

長　

水
沼　

和
子（
大
成
）

　

副
会
長　

相
澤　

み
ね（
本
別
）

　

会　

計　

纐
纈　

和
子（
大
成
）

　

広　

報　

有
原　

洋
子（
西
竹
）

電子申告を推進、適正で効率的な税申告に取り組む  青色申告会第20回定期総会

議長：須崎　智さん（東西竹）

新会長
高橋英昭さん（大成）

議長：滝本和男さん（東西竹） 総会の開会を告げる唐崎会長
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担
い
手
育
成
協
議
会
で
は
、
就
農
に
意
欲
と
情
熱
を
持
つ
優

れ
た
担
い
手
の
育
成
、
確
保
と
配
偶
者
の
早
期
確
保
に
努
め
、

明
る
く
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
、
五
月
十
二
日

農
協
第
一
会
議
室
に
て
第
十
二
回
定
期
総
会
を
開
い
た
。

　

総
会
は
、
役
員
や
来
賓
を
含
め
た

十
五
名
が
出
席
。
事
務
局
よ
り
昨
年
度

事
業
や
収
支
決
算
が
報
告
さ
れ
、
事
業

計
画
や
収
支
予
算
が
設
定
さ
れ
た
。

　

出
席
者
か
ら
「
女
性
後
継
者
対
策

の
具
体
的
計
画
は
？
」「
ツ
ア
ー
参

加
者
で
実
際
に
嫁
い
だ
方
の
話
し
を

聞
い
て
は
？
」「
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先

は
同
郷
で
あ
る
な
ど
の
工
夫
が
必
要

で
は
？
」「
青
年
教
育
負
担
の
使
途

は
？
」
な
ど
の
質
疑
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
役
員
改
選
で
は
農
協
総
会

終
了
後
、
役
員
執
行
体
制
が
確
定
さ

れ
た
後
に
会
長
、
副
会
長
、
役
員
が

選
任
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

【
地
区
選
出
役
員
】

　

副
会
長　

須
永　

昌
和
（
計
根
別
）

　
　

〃　
　

久
保　

伸
一
（
上
標
津
）

　
　

〃　
　

杉
本　

公
也
（
西　

竹
）

　

監　

事　

須
崎　
　

智
（
東
西
竹
）

　

計
根
別
農
協
地
区
連
合
協
議
会
で

は
、
農
協
区
域
内
に
お
け
る
住
民
の

多
彩
な
活
動
を
通
し
て
生
活
・
文

化
・
環
境
の
改
善
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
五
月
十
二
日
農
協

第
二
、三
会
議
室
に
て
第
二
十
五
回

定
期
総
会
を
開
い
た
。

　

当
日
は
、
連
合
協
議
会
役
員
や
常

任
幹
事
十
六
名
が
出
席
。
西
塚
副
会

長
の
議
長
に
よ
り
総
会
が
進
め
ら

れ
、
議
事
に
移
る
と
事
務
局
か
ら
昨

年
度
事
業
や
収
支
決
算
が
報
告
さ
れ

た
。
ま
た
、
事
業
計
画
並
び
に
収
支

予
算
（
案
）
で
は
各
イ
ベ
ン
ト
へ
の

助
成
や
景
観
づ
く
り
支
援
と
し
て
桜

並
木
の
移
植
が
継
続
事
業
と
し
て
承

認
さ
れ
た
。

　

役
員
改
選
で
は
、
農
協
総
会
前
に

て
役
員
執
行
体
制
が
確
定
さ
れ
ず
、

会
長
及
び
副
会
長
に
つ
い
て
は
後
日

選
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
他

各
地
区
か
ら
の
役
員
は
次
の
と
お
り

と
な
っ
た
。

【
協
議
会
役
員
】

　

副
会
長　

久
保　

伸
一（
上
標
津
）

　

監　

事　

須
崎　
　

智（
東
西
竹
）

　
　

〃　
　

相
澤　
　

親（
本　

別
）

計根別担い手
育成協議会定期総会

相
談
員
や
町
と
の
連
携
を
図
り
、

相
談
員
や
町
と
の
連
携
を
図
り
、

交
流
活
動
を
強
化

交
流
活
動
を
強
化

地域支援を柱に事業を展開
計根別農協地区連合協議会  第25回定期総会

総会の開会を告げる西塚副会長各地区の代表者が出席、新年度の事業を承認した

慎重に議事を進める出席者梶谷相談員から昨年度の活動成果が報告された
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浜
本
普
及
員
事
務
局
退
任
、大
畑
普
及
員
が
後
任
に

え
ふ
・
す
う
ぃ
ー
る
歓
送
迎
会

　

五
月
十
日
、
え
ふ
・
す
う
ぃ
ー
る
と
共
に
活
動
を
し
て
き
た
浜
本
普
及
員
が
事

務
局
を
退
任
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
後
任
と
な
る
大
畑
普
及
員
を
迎
え
て
、
農
協

和
室
に
て
歓
送
迎
会
を
開
い
た
。

　

こ
の
日
は
、
え
ふ
・
す
う
ぃ
ー
る
会
員
他
の
四
名
、
農
協
事
務
局
三
名
、
普
及

セ
ン
タ
ー
二
名
の
九
名
が
出
席
。

　

退
任
さ
れ
る
浜
本
普
及
員
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
参
加
者
か
ら
手
作
り

料
理
が
一
品
ず
つ
持
ち
寄
ら
れ
、
た
こ
焼
き
、
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ
ヨ
ー
グ
ル
ト
、

苺
の
タ
ル
ト
・
パ
イ
シ
ュ
ウ
、
か
に
玉
、
野
菜
の
チ
ャ
ウ
ダ
ー
な
ど
豪
華
な
会
食

と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
浜
本
普
及
員
か
ら
は
、
関
西
出
身
ご
自
慢
の
お
好
み
焼
き

で
は
な
く
〝
浜
〞
焼
き
も
用
意
さ
れ
大
好
評
。

　

そ
れ
ぞ
れ
に
持
ち
寄
っ
た
料
理
は
ど
れ
も
美
味
し
く
、
大
畑
普
及
員
に
自
己
紹

介
を
す
る
の
も
忘
れ
る
ほ
ど
盛
り
上
が
る
〝
え
ふ
・
す
う
ぃ
ー
る
〞
ら
し
い
楽
し

い
歓
送
迎
会
と
な
り
ま
し
た
。

 

秋
の
イ
ベ
ン
ト
に
向
け
て

野
菜
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

え
ふ
・
す
う
ぃ
ー
る

　

五
月
十
五
日
、
え
ふ
・
す
う
ぃ

ー
る
で
は
、
今
年
度
の
活
動
方
針

で
あ
る
「
地
域
住
民
と
の
交
流
」

を
意
識
し
て
、
秋
の
収
穫
祭
に
向

け
た
野
菜
づ
く
り
を
農
業
高
校
に

て
開
い
た
。

　

野
菜
づ
く
り
に
は
、
え
ふ
・
す

う
ぃ
ー
る
会
員
四
名
が
出
席
。
農

業
高
校
の
生
徒
さ
ん
に
も
協
力
し

て
頂
き
、
野
菜
づ
く
り
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
。
今
回
の
作
付
け
は
、
は
く

さ
い
と
ス
ウ
ィ
ー
ト
コ
ー
ン
の
二

品
。
ポ
ッ
ト
に
種
を
植
え
て
、
間

引
き
す
る
作
業
を
繰
り
返
し
た
。

　

次
回
は
、
六
月
上
旬
に
い
も
等

も
植
え
る
予
定
。
秋
に
は
、
収
穫

さ
れ
た
野
菜
と
農
業
高
校
で
加
工

し
て
い
る
チ
ー
ズ
や
ソ
ー
セ
ー
ジ

等
を
使
っ
て
、

各
イ
ベ
ン
ト
や

味
覚
祭
に
参
加

し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

出席者で記念撮影
退任する浜本普及員（前列左）と新任の大畑普及員（前列右）

豪華な会食で楽しむ えふ・すうぃーると出席者

ポットに種を植える作業を繰り返す えふ・すうぃーる

元気に育ちますように…!!
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け
ね
べ
つ
サ
ブ
集
落
で
は
、
平
成

十
七
年
度
よ
り
実
施
さ
れ
た
事
業
の

中
間
年
度
を
迎
え
、
五
ヵ
年
計
画
で

予
定
さ
れ
て
い
る
事
業
内
容
や
十
九

年
度
の
活
動
計
画
を
見
直
す
べ
く
、

五
月
二
十
三
日
養
老
牛
温
泉
ホ
テ
ル

藤
や
に
て
事
業
説
明
会
を
開
い
た
。

　

こ
の
日
は
、
南
部
地
区
酪
対
総
会

終
了
後
に
集
落
協
定
者
二
十
五
名
が

出
席
。
事
務
局
よ
り
平
成
十
八
年
度

の
事
業
報
告
や
収
支
決
算
、
十
九
年

度
取
組
内
容
の
具
体
的
検
討
事
項
が

説
明
さ
れ
、
協
定
者
か
ら
事
業
に
対

す
る
意
見
を
聴
取
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
協
定
者
か
ら
は
「
二
十
年
度
か

ら
道
営
事
業
が
開
始
さ
れ
る
が
、
今

後
の
草
地
改
良
面
積
は
？
」「
パ
ド
ッ

ク
整
備
を
実
施
し
て
欲
し
い
」「
何

か
残
せ
る
も
の
を
考
え
た
い
」
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
協
定
者
か
ら
出
さ
れ
た

意
見
や
要
望
等
を
役
員
会
に
て
検
討

さ
れ
、
地
域
や
協
定
者
に
活
か
さ
れ

る
事
業
展
開
を
期
待
し
ま
す
。

平
成
十
九
年
度

平
成
十
九
年
度
サ
ブ
集
落
共
同
取
組

サ
ブ
集
落
共
同
取
組

事
業
説
明
会

事
業
説
明
会
中
山
間

別
海
け
ね
べ
つ

サ
ブ
集
落

　

中
山
間
計
根
別
集
落
で
は
、
共
同
取
組
活
動

を
基
本
と
し
て
農
業
の
多
面
的
機
能
を
活
か

し
、
生
産
性
・
収
益
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
五
月
八
日
農
協
第
二
会
議
室
に
て
平
成

十
九
年
度
通
常
総
会
を
開
い
た
。

　

総
会
に
は
会
員
二
十
五
名
が
出
席
。
柵
木
真

喜
夫
代
表
の
挨
拶
に
よ
り
開
会
さ
れ
、
昨
年
度

の
事
業
報
告
や
事
業
計
画
（
案
）
な
ど
が
審
議

さ
れ
た
。

　

事
業
計
画
（
案
）
で
は
、
昨
年
度
か
ら
の
継

続
事
業
と
し
て
草
地
更
新
助
成
、
畜
舎
排
水
処

理
槽
設
置
、
花
壇
整
備
、
廃
プ
ラ
処
理
な
ど
を

承
認
。

　

さ
ら
に
、
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
制
度
導
入

に
よ
る
バ
ル
ク
乳
温
記
録
計
の
設
置
助
成
が
決

議
さ
れ
る
な
ど
、
乳
質
改
善
に
も
積
極
的
に
取

り
組
む
事
業
と
し
て
地
域
の
大
き
な
期
待
が
寄

せ
ら
れ
ま
す
。

新年度に
バルク乳温計
設置助成を
決める

中山間計根別集落通常総会

提出された議案を真剣に見つめる出席者開会を告げる柵木代表と役員

新年度の活動内容を検討する協定者協定者から意見・要望を聞く相沢代表（中央）と事務局（右）



普及センター通信普及センター通信

根室農業改良普及センター

北根室支所

☎72-2163

牧草収穫に向けて
～粗飼料分析結果から

16

１．適期収穫の必要性
  飼料価格が高騰している情勢において、牛が食い込めない粗飼料を給与することは酪農　経営において

大きな負担となります。　　

　乳牛の採食量の制限要因の一つに、牧草のＮＤＦ含量があります。図１は一番草のＮＤＦと採食可能量

の関係を示しており、サイレージ中のＮＤＦが１％増加すると採食可能量が乾物で約0.24㎏低下していま

した。 図２はＮＤＦとＴＤＮの関係を示しており、ＮＤＦが１％増加するとＴＤＮが約0.42％低下してい

ました。

　これらの図をもとにＮＤＦ65％とＮＤＦ75％の粗飼料を比較した場合、ＴＤＮ74％の配合飼料に換算す

ると、約2.5㎏相当の差になります。　

　食い込みがよく栄養価も高い粗飼料を作るために、牧草の生育状況を確認し適期である　出穂期に収穫

しましょう。

※ JA中標津、JA計根別、JA標津のホクレン粗飼料分析値（2005年～ 2006年産１番草サイレージ）より

２．高水分サイレージと乳酸発酵
　図３は水分と乳酸の関係です。水分80％台から乳酸が未検出、または低いサイレージの割合が増加する

傾向が見られます。

　一般的に乳酸の生成量が少ないサイレージはpHが低

下しておらず、酪酸菌が増殖しやすい環境にあります。

　収穫期間のうち、好天が続きそうな日は軽予乾を行

う、明らかに水分の高い牧草にはギ酸を用いて強制的に

pHを低下させるなどの工夫が必要です。

　一方で、当地域は、牧草収穫時期の天候や共同収穫作

業による作業効率等の面から、すべての圃場で予乾を実

施するのは難しい環境にあります。

　可能な期間のみ軽予乾を行う、悪天候が予想される時はギ酸を用いる等、牧草収穫前に収穫に携わるス

タッフで、実施可能な収穫作業計画を立てましょう。
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本
年
度
四
月
よ
り
、
計
根
別
農
協
管
内
で
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
と

し
て
活
躍
す
る
道
東
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
の
ヘ
ル
パ
ー
の

み
な
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

道
東
酪
農
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

サ
ー
ビ
ス
有
限
責
任
事
業
組
合

　
　
　
　

組
合
長　

大
泉　

義
明

　

こ
の
た
び
、
酪
農
家
皆
様
の
た
め

に
誠
意
と
信
義
を
備
え
た
フ
ァ
ー
マ

ー
（
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
）
が
集
ま
り
、

新
規
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
組
合
を
設
立
し

ま
し
た
。

　

設
立
の
キ
ッ
カ
ケ
は
、
地
域
酪
農

家
や
Ｊ
Ａ
の
負
担
軽
減
、
道
東
酪
農

の
活
性
化
な
ど
、
地
域
の
た
め
に
何

が
出
来
る
か
？
を
考
え
た
か
ら
で
す
。

　

人
間
は
休
日
を
取
れ
ま
す
が
、
牛

た
ち
は
年
中
無
休
で
す
。
私
た
ち
も

安
心
し
て
任
し
て
頂
け
る
酪
農
ヘ
ル

パ
ー
を
目
指
し
て
年
中
無
休
の
体
制

で
業
務
に
臨
み
、
高
い
理
念
を
持
っ

た
仲
間
と
と
も
に
高
い
ス
キ
ル
で
作

業
の
効
率
化
を
図
り
、
顧
客
農
家
と

の
信
頼
増
大
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

今
後
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
利
点
を

最
大
限
に
活
か
し
て
、
酪
農
家
皆
様

方
の
要
望
に
応
え
る
総
合
酪
農
業
務

体
系
の
確
立
を
目
指
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
組
合
員
皆
様
の
ご
理
解
、
ご

協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
生
年
月
日
）

　

昭
和
四
十
三
年
三
月
十
日

　

三
十
九
歳

（
出
身
地
）　

標
茶
町

（
ヘ
ル
パ
ー
歴
）
十
三
年

　

※
開
業
後
三
年

（
趣　

味
）
酒
、
カ
ラ
オ
ケ

（
特　

技
）
分
娩
の
立
会
い

※
助
産
器
具
無
し
で
も
牛
を
生
ま

せ
ら
れ
る
事

（
身　

長
）
一
九
三
cm

（
体　

重
）
一
三
五
㎏

※
み
ん
な
か
ら
は
チ
ェ
ホ
ン
マ

ン
と
呼
ば
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。
ち
な
み
に
足
の
サ
イ
ズ
も

三
十
二
cm
（
十
六
文
）

道東ヘルパー紹介
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クロスワードパズル

蘆正解者５名の方にすてきなプレゼントを

　さしあげます。なお、正解者多数の場合

　は抽選とさせていただきます。

《応募方法》左下の点線の部分を事務所内

　（販売機横）の投書箱へ。または、組織広

　報係までＦＡＸ（78-2556）お願いします。

《締め切り》平成19年７月５日まで

　当選者の発表は「けねべつ」７月号誌上

【タテのカギ】
１　湿度が高い梅雨は食品に

すぐ生える

２　６月になると明け方の空

に登場

３　TPOのＯ

４　コロコロと転がる

５　凹凸の凸

６　コショウやカラシ

９　ボクサーが羽織る

11　ラスベガスは本場

12　携帯電話で送る

13　パパを支える

14　イースター島の像

16　氷の塊＋ウイスキー

18　ゲレンデを滑走

19　馬を操るジョッキー

20　家を買うときに組む

22　どこに登ろう…。○○開

きが楽しみだ

23　おふくろの○○

【ヨコのカギ】
１　アヤメによく似た初夏の

花

５　アタックの前

７　陶器やガラスで作られた

容器

８　おしゃれだとレインコー

ト

10　英語でワールド

12　日本に近代化の波が押し

寄せた時代

13　大昔に絶滅した巨大な象

15　例えばカメの動き

17　訪ねてきたのに誰もいな

い…

19　信号機の真ん中

21　雨の日はこれが減って売

り上げが落ちる

24　パンチ、ストレート

25　６月の花嫁は○○○○ブ

ライド

き
り
と
り
線

きりとり線

クロスワクロスワードパズパズルクロスワクロスワードパズパズルクロスワードパズル
住　所

氏　名

ＴＥＬ

答え

A B C D E

あ
と
が
き

　

五
月
は
、
肥
料
や
堆
肥
散
布
作
業
な
ど
も
順
調
に
進
み
、
一
番
牧
草
収
穫
を

目
前
に
控
え
て
作
業
機
械
の
点
検
整
備
に
忙
し
い
日
々
を
送
ら
れ
て
い
る
頃
と

思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
先
日
開
催
さ
れ
た
通
常
総
会
で
は
新
年
度
の
取
り
組
み
内
容
が
決
議

さ
れ
、
積
極
的
な
事
業
展
開
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
年
に
入
っ
て

ケ
ガ
や
病
気
に
悩
ま
さ
れ
る
方
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
健
康
は
永
遠
の
テ
ー
マ

で
す
。
酪
農
は
体
が
資
本
と
な
る
産
業
で
す
か
ら
健
康
管
理
に
は
十
分
な
注
意

が
必
要
で
す
。

　

最
後
に
、
農
繁
期
を
迎
え
て
過
労
や
疲
労
に
よ
る
農
作
業
事
故
に
は
十
分
に

留
意
さ
れ
、
組
合
員
さ
ん
や
農
協
に
も
稔
り
あ
る
年
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。　

クロスワードパズル
５月号の答え

抽選の結果下記の方が当選いたしました。
すてきなプレゼントを差し上げます。
組織広報係でお受け取り下さい。

澤野　　　さん　唐崎　春颯さん　須崎　優樹さん
工藤　克子さん　武田　州司さん

ユ ウ キ



※
今
月
の
〝
モ
ー
の
眼
差
し
〞
は
組
合
長
の
公
務
に
よ
り
休
載
致
し
ま
す
。

編集／計根別農業協同組合  営農部  営農課  組織広報係
発行日／平成19年６月25日

〝住基カード〟
　昨年度の税申告からｅ－Tax（電子申告）

の普及が進んでおります。当農協も青色申告

会を中心に取り組んでいるところですが、ｅ

－Taxには申告者個人であることを証明する

〝住民基本カード（住基カード）〞 が必要とな

ります。住基カードは、本人の身分を証明す

るばかりでなく、住民票や戸籍謄本などの発

行にも利用できるそうです。このカードは町

役場住民課にて取得できますので、組合員の

皆様には税申告の事前準備として早めの手

続きをお願い致します。


